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おいしさのヒミツ

茶産地訪問

――

開
運
干
支
石
け
ん「
子
」

ラ
イ
オ
ン
　

月

日
ま
で
限
定
発
売

人
気
エ
リ
ア
１
位「
東
京
都
」

Ｒ
ｅ
ｌ
ｕ
ｘ

ト
ラ
ベ
ル
ラ
ボ
　
お
盆
旅
行
動
向
調
査

ジェイアール西日本
ホ テ ル 開 発

総
料
理
長
が
監
修

お
せ
ち
の
予
約
開
始

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
業
務
効
率
化
」

Ｊ
Ｂ
Ｉ
　

東
京
で
宿
泊
施
設
セ
ミ
ナ
ー

　
東
京
日
本
橋
に
あ
る
「
ロ

イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
」
の

鉄
板
焼
「
す
み
だ
」
。
最
上

階
か
ら
の
眺
め
と
共
に
、
目

の
前
で
調
理
さ
れ
る
極
上
の

食
材
を
堪
能
で
き
る
こ
の
レ

ス
ト
ラ
ン
で
、
同
ホ
テ
ル
常

務
取
締
役
総
支
配
人
笹
井
高

志
氏
が
厳
選
し
て
下
さ
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
を
い
た
だ
く
機
会

を
得
た
。
冷
製
の
前
菜
に
始

ま
り
、
ス
ー
プ
、
活
伊
勢
エ

ビ
コ
ラ
イ
ユ
（
エ
ビ
ミ
ソ
）

ソ
ー
ス
、焼
き
野
菜
、お
肉
、

お
食
事
、
デ
ザ
ー
ト
の
コ
ー

ス
。食
材
選
び
や
技
術
な
ど
、

シ
ェ
フ
の
細
や
か
な
配
慮
が

随
所
に
散
り
ば
め
ら
れ
て
い

た
。

　
例
え
ば
焼
き
野
菜
。
ナ
ス

と
て
タ
ダ
者
で
は
な
い
。
太

く
長
く
、
つ
や
や
か
な
紫
色

の
そ
れ
は
、「
熊
本
赤
ナ
ス
」。

熊
本
の
伝
統
野
菜
で
、
栽
培

に
手
間
が
掛
か
る
上
、
皮
が

薄
く
実
が
軟
ら
か
い
た
め
流

通
の
際
注
意
が
必
要
な
こ
と

も
あ
り
、
非
常
に
高
価
だ
。

大
き
い
が
味
は
繊
細
で
、
ア

ク
や
種
も
少
な
く
、
生
で
も

食
べ
ら
れ
る
。
い
た
だ
い
た

そ
れ
は
香
ば
し
く
焼
か
れ
、

と
ろ
っ
と
ろ
で
ジ
ュ
ー
シ

ー
、
甘
味
も
あ
る
。
「
お
た

ん
こ
な
す
」
と
や
ゆ
さ
れ
る

く
ら
い
ナ
ス
好
き
の
筆
者
に

は
た
ま
ら
な
い
。

　
お
肉
は
宮
崎
牛
。
和
牛
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る

「
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
」

肉
質
部
門
の
首
位
３
連
覇
を

成
し
遂
げ
話
題
と
な
っ
た
ブ

ラ
ン
ド
牛
だ
。
マ
ー
ブ
ル
模

様
の
美
し
い
サ
シ
は
、
ま
さ

に
垂
涎
モ
ノ
。

　
焼
く
前
に
、
シ
ェ
フ
は
お

肉
を
お
皿
に
載
せ
、
鉄
板
の

上
に
置
い
て
ふ
た
を
し
た
。

良
い
焼
き
加
減
に
す
る
た
め

に
は
、
冷
蔵
庫
か
ら
出
し
た

肉
を
牛
の
体
温
と
同
じ
ぐ
ら

い
に
す
る
の
が
ベ
ス
ト
。
い

ろ
い
ろ
試
し
た
結
果
、
こ
の

方
法
に
た
ど
り
着
い
た
の
だ

そ
う
。
ふ
た
を
取
る
と
、
お

肉
の
表
面
に
う
っ
す
ら
脂
が

に
じ
ん
で
、
人
間
で
言
え
ば

汗
を
か
い
た
よ
う
な
状
態

に
。
焼
き
上
が
り
は
モ
チ
ロ

ン
火
の
通
り
具
合
が
絶
妙
で

超
美
味
！

　
特
筆
す
べ
き
は
、
締
め
の

ひ
つ
ま
ぶ
し
。
何
と
ぜ
い
た

く
に
も
、
う
な
ぎ
だ
け
で
な

く
フ
ォ
ア
グ
ラ
入
り
！
　
こ

の
コ
ラ
ボ
は
ま
っ
た
く
思
い

付
か
な
か
っ
た
が
、
両
者
と

も
甘
め
の
タ
レ
が
合
う
の
だ

か
ら
、
相
性
抜
群
。
最
後
は

お
薬
味
と
共
に
出
汁

だ

し

茶
で
お

茶
漬
け
。
あ
ぁ
口
福
。

　
食
後
、
ラ
ウ
ン
ジ
で
同
館

人
気
の
デ
ザ
ー
ト
を
い
た
だ

く
こ
と
に
。
一
つ
は
、
か
き

氷
を
マ
ロ
ン
シ
ャ
ン
テ
リ
ー

の
ご
と
く
生
ク
リ
ー
ム
で
包

ん
だ
「
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
ケ
ー

キ
」
。
ふ
わ
ふ
わ
氷
に
細
工

を
施
す
の
だ
か
ら
、
パ
テ
ィ

シ
エ
の
技
術
を
要
す
る
。
生

ク
リ
ー
ム
と
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

に
う
っ
と
り
！

　
も
う
一
つ
は
、
創
業
２
０

０
年
以
上
の
地
元
老
舗
和
菓

子
店
「
榮
太
樓
總
本
鋪
」
と

タ
ッ
グ
を
組
ん
だ
「
あ
ん
み

つ
パ
フ
ェ
」
。
パ
ン
ナ
コ
ッ

タ
の
上
に
、
伊
豆
産
天
草
の

寒
天
、
北
海
道
十
勝
産
小
豆

の
餡あ

ん

、
バ
ニ
ラ
ア
イ
ス
と
フ

ル
ー
ツ
、
沖
縄
産
黒
糖
黒
蜜

と
生
ク
リ
ー
ム
の
エ
ス
プ
ー

マ
が
載
せ
ら
れ
、
黒
蜜
を
か

け
て
い
た
だ
く
。
女
性
の
商

品
開
発
チ
ー
ム
が
企
画
し
た

と
い
う
こ
の
ス
イ
ー
ツ
、
和

の
伝
統
の
味
と
洋
の
テ
イ
ス

ト
が
マ
ッ
チ
し
、
絶
品
だ
っ

た
。

　
全
て
の
美
味
は
、
産
地
に

こ
だ
わ
り
、食
材
を
厳
選
し
、

技
を
磨
く
、
料
理
人
の
た
ゆ

ま
ぬ
努
力
で
生
ま
れ
る
。
意

表
を
突
く
組
み
合
わ
せ
の
妙

も
、
ス
タ
ッ
フ
の
創
意
工
夫

が
あ
れ
ば
こ
そ
。
そ
れ
は
こ

の
素
晴
ら
し
い
チ
ー
ム
を
率

い
る
、
笹
井
Ｇ
Ｍ
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
の
た
ま
も
の
だ
。

お
い
し
さ
の
ヒ
ミ
ツ
は
に
ぎ

わ
い
の
秘
密
で
も
あ
る
。
ま

た
食
べ
に
行
き
た
い
も
ん
！

　
※
宿
泊
料
飲
施
設
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
。
数
多
く
の
取
材

経
験
を
生
か
し
、
旅
館
・
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
や
メ
ニ
ュ
ー
開

発
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
研
修

な
ど
も
手
掛
け
る
。

　
繁
田
　
聡
子
（
は
ん
だ
・

さ
と
こ
）
福
岡
県
久
留
米
市

出
身
。
西
南
学
院
大
学
文
学

部
外
国
語
学
科
卒
業
。
日
本

航
空
国
際
線
客
室
乗
務
員
室

勤
務
を
経
て
、
現
在
株
式
会

社
東
京
繁
田
園
茶
舗
　
阿
佐

谷
本
店
で
店
長
と
し
て
販

売
、
顧
客
管
理
、
企
画
等
に

従
事
。
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
２
期
生
、
日
本
茶
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
専
任
講
師
。

　
著
書
「
『
日
本
茶
』
事
始

め
」が
星
雲
社
か
ら
発
売
中
。

定
価
１
４
０
０
円
＋
税
。
問

い
合
わ
せ
は
同
社
☎
０
３

（
３
８
６
８
）
３
２
７
５
。

　
予
約
と
は
、
お
客
さ
ま
の
私

共
へ
の
信
頼
と
商
品
へ
の
期
待

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
信

頼
と
期
待
に
値
す
る
商
品
が
用

意
で
き
な
け
れ
ば
、
次
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
の
覚
悟
を

持
っ
て
商
品
を
用
意
し
、
販
売

員
に
も
自
信
を
持
っ
て
お
勧
め

す
る
よ
う
伝
え
て
い
ま
す
。

　
予
約
新
茶
販
売
を
始
め
て


年
近
く
た
つ
で
し
ょ
う
か
。
嫁

い
だ
時
に
は
も
う
恒
例
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
長
年
ご
予
約
下

さ
る
方
々
は
、
ご
自
宅
用
だ
け

で
な
く
、
季
節
の
お
便
り
と
し

て
も
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
先
さ
ま
も
待
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
の
話
を
伺
う
と
、
励

み
に
も
な
り
ま
す
。

　
仕
入
れ
も
担
当
す
る
夫
は
、

お
客
さ
ま
と
販
売
員
の
期
待
を

背
負
い
産
地
に
向
か
い
ま
す
。

今
年
も
、
生
産
家
の
力
も
お
借

り
し
、
お
い
し
い
新
茶
が
準
備

で
き
ま
す
よ
う
に
。

　
　
　
◇
　
　
　
　
◇

　
毎
年
、
４
月
、
夫
は
新
茶
の

仕
入
れ
で
産
地
へ
。
仕
入
れ
の

旅
は
ま
ず
鹿
児
島
か
ら
始
ま

り
、
静
岡
、
宇
治
へ
と
続
き
ま

す
。
桜
前
線
な
ら
ぬ
新
茶
前
線

も
、
暖
か
い
地
方
か
ら
北
上
し

て
い
き
ま
す
。
た
だ
、
桜
と
違

う
の
は
、
茶
の
木
は
亜
熱
帯
原

産
、
照
葉
樹
林
帯
の
植
物
な
の

で
、
あ
ま
り
寒
い
地
方
で
は
育

ち
に
く
い
と
い
う
点
で
す
。
お

茶
の
経
済
的
栽
培
の
北
限
は
、

新
潟
県
村
上
市
と
茨
城
県
久
慈

郡
大
子
町
を
結
ん
だ
線
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
仕
入
れ
の
時
期
、
私
は
店
に

い
て
新
茶
販
売
の
準
備
と
役
割

分
担
が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
数
年
前
に
一
度
だ
け
、
仕

入
れ
に
同
行
し
ま
し
た
。
同
世

代
の
知
人
、
友
人
た
ち
が
、
時

間
的
に
も
ゆ
と
り
あ
る
生
活
を

送
っ
て
い
る
の
を
見
聞
き
す
る

に
つ
れ
、
健
康
で
働
け
る
の
は

あ
り
が
た
い
こ
と
と
分
か
っ
て

い
る
つ
も
り
で
も
、
還
暦
を
過

ぎ
て
も
仕
事
に
追
わ
れ
る
よ
う

な
日
々
に
ち
ょ
っ
と
疲
れ
も
感

じ
て
い
て
、
「
わ
が
ま
ま
か
も

し
れ
な
い
け
ど
、
新
茶
の
畑
を

見
て
み
た
い
」
と
夫
に
頼
み
、

思
い
切
っ
て
従
業
員
た
ち
に
留

守
を
任
せ
、店
を
離
れ
ま
し
た
。

　
霧
島
（
鹿
児
島
県
）
の
茶
ど

こ
ろ
を
初
め
て
訪
れ
た
私
を
気

遣
っ
て
、
忙
し
い
中
、
山
菜
採

り
と
茶
畑
へ
誘
っ
て
下
さ
っ
た

生
産
家
の
西
順
子
さ
ん
。
車
の

後
ろ
に
は
、
孫
た
ち
を
乗
せ
、

子
守
り
も
兼
ね
な
が
ら
、
広
大

な
茶
園
を
見
渡
し
、
こ
の
畝う

ね

の

辺
り
は「
さ
え
み
ど
り
」、あ
っ

ち
は「
や
ぶ
き
た
」、こ
っ
ち
は

「
や
ま
か
い
」「
か
な
や
み
ど

り
」、ず
っ
と
向
こ
う
が「
べ
に

ふ
う
き
」と
の
説
明
に
、「
え
？

　
葉
っ
ぱ
を
見
た
だ
け
で
品
種

が
分
か
る
ん
で
す
か
？
」と
私
。

　
コ
ツ
を
教
え
て
も
ら
い
、
手

摘
み
の
初
体
験
。
澄
ん
だ
空
気

の
中
、
若
葉
の
香
り
を
感
じ
つ

つ
柔
ら
か
な
新
芽
を
摘
ん
で
い

る
と
、
携
帯
電
話
で
何
や
ら
て

き
ぱ
き
と
指
示
す
る
声
が
。
製

茶
工
場
の
重
油
の
手
配
と
か
。

さ
ら
に
、
大
勢
の
茶
摘
み
の
人

た
ち
の
お
や
つ
に
蒸
か
し
た
さ

つ
ま
芋
を
用
意
す
る
手
際
の
良

さ
。
何
事
も
さ
ら
り
と
こ
な
す

カ
ッ
コ
よ
さ
！
　
私
な
ん
か
、

ま
だ
、
ま
だ
…
。
同
い
年
の
順

子
さ
ん
に
元
気
と
励
ま
し
を
も

ら
っ
た
旅
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
仕
事
で
上
京
し
た

順
子
さ
ん
に
再
会
し
た
折
、
小

旅
行
で
も
と
思
い
、
「
時
間
が

取
れ
る
時
期
は
い
つ
頃
？
」
と

尋
ね
る
と
、
「
農
作
業
に
は
百

の
手
間
が
か
か
る
か
ら
、
百
姓

と
言
う
」
と
返
さ
れ
ま
し
た
。

さ
す
が
、
西
製
茶
の
肝
っ
玉
母

さ
ん
。
恐
れ
入
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
隔
週
連
載
）
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村
上
実
・
Ｔ
Ｍ
Ｉ
総
合
法
律

事
務
所
共
著

法
律
か
ら
見
え
て
く
る
「
ホ

テ
ル
業
界
」

セ
ミ
ナ
ー
の
様
子

三
段
重
の
「
謹
製
お
せ
ち
」

　
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
ホ

テ
ル
開
発（
京
都
市
下
京
区
）

は
２
日
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
ホ
テ

ル
ズ
総
料
理
長
監
修
の
「
ホ

テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
お
せ

ち
」
の
予
約
販
売
受
け
付
け

を
始
め
た
。

　
販
売
６
年
目
と
な
る
今
年

は
、
三
段
重
の
「
謹
製
お
せ

ち
」
と
二
段
重
の
「
和
洋
お

せ
ち
」
の
２
種
類
を
用
意
。

フ
レ
ン
チ
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
共
和
国

農
事
功
労
章
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ

を
受
章
し
た
Ｊ
Ｒ
西
日
本
ホ

テ
ル
ズ
総
料
理
長
の
佐
藤
伸

二
氏
が
監
修
。
伝
統
的
な
和

食
の
お
せ
ち
料
理
に
本
格
的

な
フ
ラ
ン
ス
料
理
と
ホ
テ
ル

洋
食
の
要
素
を
取
り
入
れ
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
こ
だ
わ
り
の
和
洋
折
衷

お
せ
ち
に
仕
上
げ
た
。
　

　
調
理
後
に
急
速
冷
凍
し
た

状
態
で
届
け
る
た
め
、
素
材

本
来
の
味
と
風
味
を
壊
さ

ず
、
出
来
た
て
の
お
い
し
さ

を
楽
し
め
る
と
い
う
。

　
和
洋
三
段
重
の
謹
製
お
せ

ち
（
約
４
人
前
、

品
目
）

は
通
常
価
格
３
万
３
千
円
、

早
期
割
引
価
格
（

月

日

ま
で
申
し
込
み
）
と
Ｊ
Ｒ
ホ

テ
ル
メ
ン
バ
ー
ズ
価
格
２
万

９
７
０
０
円
。
二
段
重
の
和

洋
お
せ
ち
（
同
、

品
目
）

は
通
常
価
格
２
万
２
千
円
、

早
期
割
引
価
格
と
Ｊ
Ｒ
ホ
テ

ル
メ
ン
バ
ー
ズ
価
格
１
万
９

８
０
０
円
。

　
ホ
テ
ル
業
界
向
け
専
門
誌

「
週
刊
ホ
テ
ル
レ
ス
ト
ラ

ン
」
を
発
行
す
る
オ
ー
タ
パ

ブ
リ
ケ
イ
シ
ョ
ン
ズ
の
村
上

実
・
専
務
取
締
役
経
営
企
画

室
長
と
Ｔ
Ｍ
Ｉ
総
合
法
律
事

務
所
の
５
人
の
弁
護
士
、
１

人
の
税
理
士
に
よ
る
共
著
。

　
宿
泊
業
界
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
層
に
と
っ
て
現
在
最
も
身

近
で
知
り
た
い

の
テ
ー

マ
、
①
働
き
方
改
革
～
深
刻

な
人
手
不
足
へ
の
対
応
策
②

旅
館
業
法
改
正
③
ク
レ
ー
マ

ー
対
策
＆
ホ
テ
ル
側
の
ミ
ス

に
よ
る
損
害
賠
償
④
ス
キ
ッ

パ
ー
対
策
と
損
金
⑤
情
報
漏

え
い
問
題
⑥
消
費
税

％
へ

の
引
き
上
げ
と
軽
減
税
率
⑦

電
子
決
済
と
デ
ジ
タ
ル
社
会

⑧
入
管
法
改
正
と
外
国
人
採

用
問
題
⑨
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク

ハ
ラ
問
題
⑩
建
築
基
準
法
改

正
―
を
設
定
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
、
ホ
テ
ル
関
係
者
や
税

理
士
、
公
認
会
計
士
、
社
会

保
険
労
務
士
、
中
小
企
業
診

断
士
な
ど
が
参
加
す
る
座
談

会
で
議
論
し
、
そ
こ
で
問
題

提
起
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て

Ｔ
Ｍ
Ｉ
総
合
法
律
事
務
所
の

専
門
弁
護
士
が
総
合
解
説
す

る
構
成
。
法
律
の
本
で
あ
り

な
が
ら
、
実
用
書
の
よ
う
に

読
み
や
す
い
。

　
価
格
は
１
９
８
０
円
（
税

別
）
。
２
２
８
㌻
。
８
月
２

日
、
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
・
パ

ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
発
行
。

　
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
宿
泊
予

約
サ
ー
ビ
ス「
Ｒ
ｅ
ｌ
ｕ
ｘ
」

を
運
営
す
る
Ｌ
ｏ
ｃ
ｏ
　
ｐ

ａ
ｒ
ｔ
ｎ
ｅ
ｒ
ｓ
（
ロ
コ
パ

ー
ト
ナ
ー
ズ
）は
こ
の
ほ
ど
、

顧
客
の
旅
行
動
向
や
人
気
の

宿
泊
施
設
の
傾
向
を
調
査
す

る
機
関
「
Ｒ
ｅ
ｌ
ｕ
ｘ
ト
ラ

ベ
ル
ラ
ボ
」
か
ら
、
「
２
０

１
９
年
お
盆
　
旅
行
動
向
調

査
」
を
発
表
し
た
。
お
盆
の

人
気
エ
リ
ア
と
し
て
第
１
位

に「
東
京
都
」を
選
出
し
た
。

　
調
査
は
、
Ｒ
ｅ
ｌ
ｕ
ｘ
の

国
内
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
カ
ス

タ
マ
ー
の
予
約
数
、
予
約
金

額
か
ら
、
８
月

～

日
の

宿
泊
期
間
を
対
象
に
集
計
。

　
お
盆
の
人
気
エ
リ
ア
は
、

１
位
東
京
都
、
２
位
神
奈
川

県
、
３
位
静
岡
県
、
４
位
北

海
道
、
５
位
大
阪
府
が
上
位

と
な
っ
た
。
同
ラ
ボ
は
「
日

本
の
中
心
と
し
て
話
題
の
新

ス
ポ
ッ
ト
が
集
ま
る
ほ
か
、

夏
限
定
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
て
い
る
」
と
分
析
し
た
。

ま
た
、人
気
上
昇
エ
リ
ア
は
、

１
位
北
海
道
、２
位
東
京
都
、

３
位
大
阪
府
、４
位
広
島
県
、

５
位
沖
縄
県
を
選
出
し
た
。

「
夏
の
北
海
道
は
雄
大
な
自

然
や
食
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

さ
を
生
か
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
な
ど
が
満
喫
で
き
る
」

と
同
ラ
ボ
。

　
予
約
ま
で
の
リ
ー
ド
タ
イ

ム
は
、
１
人
が
「

～

日

以
内
」
（

％
）
、
２
人
以

上
が
「

～

日
」
「

～


日
」
（
共
に

％
）
の
シ

ェ
ア
率
が
高
か
っ
た
。一
方
、

一
番
少
な
い
の
は
、
１
人
が

「

日
よ
り
前
」
「

～


日
前
」
（
共
に
４
％
）
、
２

人
以
上
が「
当
日
」（
４
％
）

だ
っ
た
。

　
グ
ル
ー
プ
サ
イ
ズ
は
、
２

人
が

％
と
一
番
多
く
、
子

ど
も
連
れ
が

％
、
１
人
が


％
、
３
人
が
７
％
、
４
人

以
上
が
７
％
と
続
い
た
。

　
予
約
に
使
用
し
た
端
末
に

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ
が

％
、
同
ウ
ェ
ブ
が


％
、Ｐ
Ｃ
が

％
と
な
っ
た
。

　
宿
泊
予
算
は
、
日
本
が
前

年
同
期
比
５
％
減
の
７
万
２

１
４
円
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
同

％
増
の
８
万
３
３
４
７

円
と
な
っ
た
。

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
予
約

決
済
シ
ス
テ
ム
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
　

Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
＆
Ｐ
ａ
ｙ
（
ブ
ッ

ク
ア
ン
ド
ペ
イ
）
」
な
ど
を

提
供
し
て
い
る
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ビ
ジ

ネ
ス
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
ズ
（
Ｊ

Ｂ
Ｉ
、
東
京
都
港
区
）
は
８

月

日
、
東
京
都
内
で
旅
館

・
ホ
テ
ル
な
ど
の
宿
泊
施
設

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
テ

ー
マ
は
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

に
よ
る
業
務
効
率
化
の
ヒ
ン

ト
と
は
？
」
。
ホ
テ
ル
業
界

に
特
化
し
た
総
合
人
材
サ
ー

ビ
ス
の
Ｊ
Ｗ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
（
東
京
都
港
区
）
と
の
共

催
で
、
冒
頭
登
壇
し
た
Ｊ
Ｂ

Ｉ
の
永
山
哲
男
社
長
は
「
人

手
不
足
が
問
題
視
さ
れ
、
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
が
進
ん
で

い
る
。
セ
ミ
ナ
ー
で
業
務
効

率
化
の
ヒ
ン
ト
を
つ
か
ん
で

ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

　
第
１
部
で
は
、

月
か
ら

の
消
費
増
税
に
伴
う
「
消
費

者
へ
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
施

策
」
の
解
説
の
ほ
か
、
Ｊ
Ｔ

Ｂ
　
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
＆
Ｐ
ａ
ｙ
の

活
用
方
法
を
紹
介
し
、
ノ
ー

シ
ョ
ー
・
取
消
料
の
収
受
漏

れ
リ
ス
ク
や
、
手
書
き
伝
票

に
よ
る
与
信
管
理
の
運
用
、

機
会
ロ
ス
の
削
減
に
つ
い
て

説
明
し
た
。第
２
部
で
は
、Ｊ

Ｗ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
「
人

材
不
足
解
消
セ
ミ
ナ
ー
」
を

実
施
し
、
質
の
高
い
ス
タ
ッ

フ
の
採
用
・
管
理
ノ
ウ
ハ
ウ

を
紹
介
。
第
３
部
で
は
、
Ｊ

Ｔ
Ｂ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

デ
ザ
イ
ン
よ
る
「
電
気
料
金

削
減
」
の
提
案
を
行
っ
た
。

　
Ｊ
Ｂ
Ｉ
で
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
　
Ｂ

ｏ
ｏ
ｋ
＆
Ｐ
ａ
ｙ
を
用
い
た

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
、
業
務

効
率
化
を
テ
ー
マ
に
し
た
セ

ミ
ナ
ー
を
月
１
回
程
度
開
催

す
る
予
定
と
い
う
。

　
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
の
詳

細
は
同
社
Ｈ
Ｐ(https://ww

w.jtb-jbi.co.jp/)

ま
で
。

　
ラ
イ
オ
ン
（
東
京
都
墨
田

区
）
は
こ
の
ほ
ど
、「
開
運
干え

支と

石
け
ん
」＝
写
真
＝
を
数

量
限
定
で
発
売
し
た
。
来
年

の
干
支
は
十
二
支
の
最
初
に

位
置
す
る
「
子ね

」
。

月


日
ま
で
の
期
間
限
定
販
売
。

　
干
支
石
け
ん
の
原
料
は
、

植
物
性
１
０
０
％
の
せ
っ
け

ん
素
地
。
滑
ら
か
な
泡
立
ち

と
ア
ク
ア
フ
ロ
ー
ラ
ル
の
香

り
が
特
徴
。
江
戸
情
緒
あ
ふ

れ
る
デ
ザ
イ
ン
も
評
判
で
、

装
飾
を
し
な
が
ら
作
り
上
げ

る
プ
ロ
セ
ス
も
楽
し
め
る
。

　
「
正
月
に
欠
か
せ
な
い
」

「
シ
リ
ー
ズ
で
集
め
て
い

る
」
な
ど
、
「
毎
年
楽
し
み

に
し
て
い
る
人
が
多
い
人
気

の
高
い
ノ
ベ
ル
テ
ィ
」
と
同

社
。
個
装
箱
に
は
「
開
運
お

み
く
じ
」
に
加
え
て
、
子
年

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
楽
し
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
プ
リ
ン
ト
し

て
い
る
。

　
ね
ず
み
は
古
来
、
子
孫
繁

栄
、
五
穀
豊
穣
の
象
徴
と
さ

れ
大
黒
様
の
使
い
で
あ
る
こ

と
か
ら
金
運
を
招
く
と
も
い

わ
れ
て
い
る
。

　
「
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
皆
さ

ま
の
ま
す
ま
す
の
繁
栄
を
祈

り
つ
つ
、
香
り
高
い
せ
っ
け

ん
を
謹
製
し
た
。
令
和
に
な

っ
て
初
め
て
迎
え
る
新
年
あ

い
さ
つ
の
贈
答
品
と
し
て
役

立
て
て
ほ
し
い
」
と
同
社
。

　
価
格
は
２
５
０
円
（
税

別
）
。
同
社
の
「
Ｌ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
」
で

は
１
個
か
ら
、
「
Ｌ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

ノ
ベ
ル
テ
ィ
サ
イ
ト
」
で
は

１
ケ
ー
ス
（
１
０
０
個
）
か

ら
受
け
付
け
る
。

　
問
い
合
わ
せ
先
は
、
ラ
イ

オ
ン
特
販
事
業
部
☎
０
３

（
３
６
２
１
）
６
４
１
８
ま

で
。




